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【論文の内容の要旨】 
医療技術の進歩によって，日本の新生児死亡率は低下している一方，医療機器や医療的
なケアに依存して生存する子どもが急増している．こうした医療依存度の高い子どもやそ
の家族への支援施策の充実が求められている． 
 2012 年の児童福祉法の改正によって，障害種別によって細分化されていた障害児入所施
設は，入所児の重度・重複障害や被虐待児への対応等を図るため，障害児入所支援に再編
された．この改正によって，旧法の第１種自閉症児施設，肢体不自由児施設，重症心身障
害者児施設は，医療型障害児入所施設へ統合されることとなった． 
 しかし，制度改正に伴い，施設利用がどのように変化し，施設面でどのような対応が求
められているのかについて，建築計画の視点からの検討は十分になされていない．また，
医療型障害児入所施設の施設基準には，スタッフの人員配置，床面積，所要室については
定められているものの，居室や生活空間の規模や構成方法等の施設計画に関する指針は明
確に定められてはいない． 
 医療型障害児入所施設に関する建築計画分野における先行研究には，施設入所者の障害
種別利用特性に関する研究，医療型障害児入所施設の病床配置と利用特性を示した研究，
ユニット型居住空間の導入による影響を検証した研究，等がある．これらの研究は，医療
型障害児入所施設の計画に資する一定の成果を示しているが，いずれも，特定の施設を対
象とした事例検討に留まっており，同施設の建築計画に十分な知見の蓄積があるとは言い
がたい． 
 そこで本研究では，医療依存度の高い重複障害児への支援に対応した入所施設の施設計
画要件を提示することを目的とする．具体的には，以下の３つの課題を設定した． 
１）全国の医療型障害児入所支援を行っている施設を対象として，施設利用者の現状と施
設整備の現状を把握し，主要な類型を導出すると共に，類型ごとの施設運営ならびに施設
計画の状況を明らかにする．２）移転新築により旧不自由児施設から医療型障害児入所
施設へ移行した施設を対象として，利用者属性の変化，施設内使用場所の変化を明らか
にする．  
３）利用者の重度化を考慮して計画された医療型障害児入所施設Ｋにおける，ユニット
構成，諸室構成，居室種類，交流空間，等の施設計画内容について，入所児属性，施設
内使用場所状況，施設運営の観点から分析を行い，当該施設の計画の有用性を明らかに
する． 
 本論文では，以下の６章により構成されている． 
 第１章では，研究の背景として，日本の障害児者の重症化の傾向を確認することとと
もに，障害児者に関する施策の変遷と再編された障害児施設の体系を整理した．また，
既往研究を整理した上で，本研究の位置づけを明らかにし，研究目的，研究方法，研究
の構成を述べた． 
 第２章では，全国の医療型障害児入所支援を行っている施設を対象とし，施設の定員
・入所児者数・主な障害・重症度を明らかにするとともに，数量化Ⅲ類分析とクラスタ
ー分析による類型化を行い，類型ごとの特徴を考察した．  
 第３章では，２章で導出した８つの類型の中から入所児の障害の程度が重度である４
つ類型の施設を対象とした訪問調査を行い，施設の定員・入所児者数・主な障害・重症
度を把握し，当該施設のユニット・居室構成の分析を行い，療育環境について考察した． 
 第４章では，移転新築により旧不自由児施設から医療型障害児入所施設へ移行した医
療型障害児入所施設Ｋを対象として，移行前後の各１年間の利用実態を把握し，入所児
の属性，使用場所の特徴，看護師・保育士の場所別行為内容，個人別使用場所の事例分
析から，当該施設で提案されたユニット構成・居室構成・交流空間の有用性について考
察した． 
 第５章では，医療型障害児入所施設Ｋにおける，利用者の重度化を考慮して提案され
た空間構成について，入所児の重症度（大島分類・超重症児判定スコア）別の使用場所
や看護師の居室種類別の看護行為等の観点から分析し，当該施設のユニット構成，諸室
構成，居室種類，交流空間の有用性について考察した． 
 第６章では，各章で得た知見をまとめ，今後の医療依存度の高い重複障害児への対応
する施設における空間構成と施設計画要件を示した． 
